
 

 
  平成２７年１０月２７日 

   生 活 文 化 局 
 
 

平成２６年度における都内私立学校の児童・生徒の問題行動等の実態 

 

１ 調査の概要 
 

  本調査は、文部科学省が全国の小学校、中学校、高等学校（全日制・定時制・通信制）及び特別支援学校

を対象に、平成２６年度（平成２６年４月１日から平成２７年３月３１日まで）における「暴力行為」、「いじめ」、

「不登校」、「高等学校における長期欠席」及び「高等学校における中途退学者等」等の実態把握のため、実

施した調査のうち、東京都内の私立学校分を取りまとめたものである。  

 

 ＜調査対象＞ 

  私立小学校      ５３校（児童数   ２５，６８２人） 

  私立中学校     １８８校（生徒数   ７５，１３４人） 休校含む。 

  私立高等学校    ２４１校（生徒数 １８７，３６８人） 休校含む。 

  私立特別支援学校    ４校（児童・生徒数  ２５２人） 

※ 学校数及び児童・生徒数は、平成２６年度学校基本調査（平成２６年５月１日現在）による。 

ただし、「（５）私立高等学校における中途退学者数等の状況」については、平成２６年４月１日現在の

高等学校（全日制・定時制・通信制）の生徒（生徒数 １８６，４６８人）が対象である。 

 なお、「（４）私立高等学校における長期欠席の状況 」については、高等学校（通信制）は含まない。 

 

２ 主な調査結果 ※カッコ内は前年度数値 

（１） 私立小学校、中学校、高等学校における暴力行為の状況   【資料の１（３頁）参照】 

平成２５年度に比べ、暴力行為の発生件数は中学校及び高等学校において減少している。 

学校内での暴力行為は、小学校４校で４件（４件）、中学校３２校で１０７件（１４２件）及び高等学校４６校

で１１９件（１７６件）発生している。 

学校外での暴力行為は、小学校０校で０件（０件）、中学校１校で１件（４件）及び高等学校２校で２件

（１６件）発生している。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※ 本調査における「暴力行為」とは、「自校の児童生徒が，故意に有形力（目に見える物理的な力）を加

える行為」をいい、被暴力行為の対象によって、「対教師暴力」（教師に限らず，用務員等の学校職員も

含む）、「生徒間暴力」（何らかの人間関係がある児童生徒同士に限る）、「対人暴力」（対教師暴力、生

徒間暴力の対象者を除く）、学校の施設・設備等の「器物損壊」の四形態に分けている。 
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【問い合わせ先】 

生活文化局私学部私学行政課 電話 03-5388-3194  



 

 

（２） 私立小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校におけるいじめの状況   【資料の２（４頁）参照】 

    平成２５年度に比べ、いじめの認知件数は小学校、中学校、高等学校において減少している。 

いじめは小学校９校で２６件（３３件）、中学校５５校で１７２件（２３１件）、高等学校４７校で１０４件（１２３

件）及び特別支援学校１校で１件（０件）発生している。 

 

 

 

 

 

 

 

（３） 私立小学校及び中学校における不登校の状況   【資料の３（９頁）参照】 

平成２５年度に比べ、不登校児童生徒数は小学校において増加しており、中学校において減少して

いる。 

不登校児童生徒数は小学校２１校で５１人（３９人）及び中学校１４９校で９６０人（９８４人）である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

（４） 私立高等学校における長期欠席の状況   【資料の４（１２頁）参照】 

平成２５年度に比べ、長期欠席者数は全日制及び定時制において減少している。 

長期欠席者数は１,３６４人（１，５０４人）で、全日制は１,３３１人（１,４６１人）及び定時制は３３人（４３人）

である。 

 

 

 

 

 

（５） 私立高等学校における中途退学者数等の状況   【資料の５（１４頁）参照】 

平成２５年度に比べ、退学となった生徒数は全日制、定時制及び通信制において減少しており、原

級留置となった生徒数は全日制、定時制及び通信制において減少している。 

退学者数は２，０３０人で、全日制は１，４２４人（１，５０５人）、定時制は１８人（３６人）、通信制は５８８

人（６６５人）である。 

平成２７年３月３１日で原級留置となった生徒数は９６４人で、全日制は２２４人（２３７人）、定時制は０

人（８２人）、通信制は７４０人（８２９人）である。 

※ 本調査における「いじめ」とは、「児童生徒に対して、当該児童生徒が在籍する学校に在籍している等

当該児童生徒と一定の人的関係にある他の児童生徒が行う心理的又は物理的な影響を与える行為

（インターネットを通じて行われるものを含む。）であって、当該行為の対象となった児童生徒が心身の

苦痛を感じているもの」とする。なお、起こった場所は学校の内外を問わない。 

※ 本調査における「不登校」とは、何らかの心理的、情緒的、身体的、あるいは社会的要因・背景により、

児童生徒が登校しないあるいはしたくともできない状況にあること（ただし、病気や経済的な理由による

ものを除く）をいう。 

※ また、「不登校児童生徒数」とは、不登校により平成２６年４月１日から平成２７年３月３１日までに連続又

は断続して３０日以上欠席した児童生徒をいう。 

※ 本調査における「長期欠席者数」とは、学校基本調査の小学校・中学校における「長期欠席者」に準じて、

「平成２６年４月１日から平成２７年３月３１日までに連続又は断続して３０日以上欠席した生徒」をいう。 
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１　私立小学校、中学校及び高等学校における暴力行為の状況

（１） 暴力行為の発生状況

※表中の（　）内は前年度数値

（２） 対教師暴力の状況

学校内

学校外

学校内

学校外

学校内

学校外

※表中の（　）内は、「発生学校数」欄が発生学校数／学校総数×100、「発生件数」欄が発生件数／学校総数、
　「加害児童・生徒数」欄が加害児童・生徒数／発生件数、「被害教師数」欄が被害教師数／発生件数

（３）　生徒間暴力の状況

学校内

学校外

学校内

学校外

学校内

学校外

※表中の（　）内は、「発生学校数」欄が発生学校数／学校総数×100、「発生件数」欄が発生件数／学校総数、
　「加害児童・生徒数」欄が加害児童・生徒数／発生件数、「被害児童・生徒数」欄が被害児童・生徒数／発生件数
※加害被害の別が判明しない場合は、「加害児童・生徒数」欄に含めている。

（４） 対人暴力の状況

学校内

学校外

学校内

学校外

学校内

学校外

※表中の（　）内は､「発生学校数」欄が発生学校数／学校総数×100、「発生件数」欄が発生件数／学校総数、
「加害児童・生徒数」欄が加害児童・生徒数／発生件数、「被害者数」欄が被害者数／発生件数

（５） 器物損壊の状況

※表中の（　）内は、「発生学校数」欄が発生学校数／学校総数×100、「発生件数」欄が発生件数／学校総数、
　「加害児童・生徒数」欄が加害児童・生徒数／発生件数

1 （1.00 ）1 （1.00 ）

1 （1.00 ）

0 （0.00 ）

3 （1.00 ） 3 （1.00 ）

0 （0.00 ）

0 （0.0%） 0 （0.00 ） 0 （0.00 ） 0 （0.00 ）

93 （1.03 ）

区分
発生学校数

（校）
発生件数

（件）
加害児童・生徒数

（人）

1 （0.00 ） 1 （1.00 ）

1 （0.01 ） 1 （1.00 ）

（0.37 ） 109 （1.21 ）

1 （1.00 ）

4

発生学校数
（校）

発生件数
（件）

加害児童・生徒数
（人）

被害児童・生徒数
（人）

（3.00 ）4 （0.08 ）

0 （0.00 ）

（0.00 ）

1

（0.00 ）

（0.01 ）

0

2 （16）

0.57 （0.76） 

0.01 （0.02） 

0.49 （0.73） 

0.01 （0.07） 

107 （142）

1 （4）

119 （176）19.1% （24.9%）

0.8% （5.8%）

7.5% （3.8%）

0.0% （0.0%）

0.5% （2.1%）

　　 　    項目
  校種

4

0

（2）

（0）

学校内

学校外

Ａ

小学校 53

資　　料

学校総数（校） 発生学校数（校） 発生率（％）
区分

Ｂ Ｂ/Ａ×100
発生件数（件） １校あたりの件数（件）

　　 　    項目
  校種

被害者数
（人）

高等学校 241

学校総数
（校）

1 （0.4%）

90

1 （1.00 ）

188

　　 　    項目
  校種

区分

87
中学校

小学校

学校総数
（校）

53
0 （0.0%）

高等学校 241

中学校 188 （188）

小学校

高等学校 241 （241）

　　 　    項目
  校種

46 （60）

学校内

学校外

学校内

1 （4）

38 （15.8%）

1 （0.5%）

（14）

0（0.0%）

0

6 （2.5%）

高等学校 241

小学校 53

中学校 188

17.0% （22.3%）

0.08 （0.08） 

0.00 （0.00） 

4 （4）

0 （0）
（53）

53
0

32

学校外 2

学校総数
（校）

区分
発生学校数

（校）

（42）

Ｃ/Ａ

（1.00 ）

（0.0%） 0 （0.00 ） 0 （0.00 ）

Ｃ

1 （1.00 ）1

0

9

（0.00 ） 0

12

7 （0.03 ）

0

0

（0.00 ）

（7.5%） 4

0 （0.0%）

（0.00 ）

（0.00 ） 0

0 （0.00 ）

（1.00 ）

（0.00 ） 0 （0.00 ）

7（1.29 ）

30 （1.01 ）86 （0.46 ） 102 （1.19 ）（16.0%）

（0.00 ） 0 （0.00 ）

1 （1.00 ）

0 （0.0%） 0

1 （0.5%） 1 （0.01 ）

（0.00 ）

1 （0.4%） 1 （0.00 ）

2 （0.8%） 3 （0.01 ）

（0.00 ）

（1.95 ）11 （4.6%） 19 （0.08 ）

00 （0.0%） 0

0 （0.0%） 0 （0.00 ）

241

（5.3%）

発生件数
（件）

37高等学校

53

188

発生学校数
（校）

　　 　    項目
  校種

学校総数
（校）

小学校

中学校 10

加害児童・生徒数
（人）

37 （1.95 ）

0 （0.00 ）

19 （0.10 ）

中学校 188
0 （0.0%）

（0.5%）1

発生件数
（件）

加害児童・生徒数
（人）

被害教師数
（人）

0 （0.00 ） 0

（1.00 ）

0 （0.00 ）

（0.00 ）
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（６） 暴力行為の学年・男女別加害児童・生徒数

※表中の（　）は、該当する男女別児童・生徒数／男女別加害児童・生徒区分別総数×100

２　私立小学校、中学校、高等学校及び特別支援学校におけるいじめの状況

（１） 「いじめ」の認知状況等

※表中の（　）内は前年度数値

（２） いじめの現在の状況

※表中の（　）内は、該当する件数/いじめの認知件数×100

（33.3%）

（19.7%）

0

（0.0%）

女男

1

（0.0%）

2 （33.3%）

（20.1%） 231

（0.0%）0

３年生

0 （0.0%）

男 女

（0.0%）

2 （100.0%）

（0.0%） 0

（0.0%）

（0.0%）

0

0

0

1 （10.0%）0 （0.0%） 0 （0.0%）

（0.0%）（0.0%） 0

1 （10.0%）0

（0.0%）0 （0.0%）

計 0 （0.0%）

（100.0%）

0 0

2

女

2（33.3%）

（0.0%）

0 （0.0%） （0.0%）

（33.3%）

2 （33.3%）

　　 　    項目
  校種

区分
４年生

女男

小学校

学校内 0 （0.0%）

学校外

計 57

（50.0%）

（37.0%）

（0.0%） （0.0%）

（100.0%）

0

（0.0%）

30

0

27

男

６年生５年生

（19.3%）

（50.0%）

0

（0.0%）

（0.0%）

（19.4%）

（0.0%）

（0.0%）

（0.0%）0

0 （0.0%）

0

00

0

27

（0.0%） 0

計

（0.0%）

（35.0%）

学校外

0

0

0

0

264

（45.3%）

（100.0%） 01

（45.7%）

区分

（36.8%）

0

学校内

0

2 （43.4%）

49

66

2

（0.0%）

（0.0%）

１年生

0

学校外

学校内

学校外

計

学校内

（10.0%）

２年生

男 女 男 女

（100.0%）

0

1

63

0

高等学校

2

（0.0%）

56

1

小学校

中学校

（10.0%）

（0.0%）

1

0

（0.0%）

（0.0%）

（0.0%）

（0.0%）

（0.0%）

（80.0%）

（35.3%）

（33.3%）

8

0

66

0

8

49

0

警察に相談・通報した学校数（校）　 0 （0） 2

（単位：人）

（0.0%）

（42.9%）

　　 　    項目
  校種

（80.0%）

（0.0%）

（2） 0 （0）1 （1）

17.7%

0.6

21.9%

0.4 （0.5 ）

（2）

（1.2 ）

（35.6%）

（0.8 ）

中学校 高等学校 特別支援学校 計

0.3 （0.0 ）

511

1

（18.8%）

（511）

112 （128）

303 （387）

（1）

3

（25.0%）

1 （0）

25.0% （0.0%）

0 （0） 3 （3）

（3）

（188） 4 （4）

1 （0）

266 （266）

47 （50）（67）

53 （53）

9

29.3%

188

0

17.0% （20.8%）

2

172

　　　　　　　　   　　　　　　　　校種
  項目

（11）

26 （33）

学校総数（校）

Ｃ

小学校

Ａ

認知件数（件）

認知学校数（校）

１校当たりの件数（件）

認知学校率

警察に相談・通報した件数（件）　

0.90.5 （0.6 ）

55

（単位：件）

 　　　　　　　　        　　　　　　　　　　　　　　　　　         校種
　項目

Ｂ

（0）

104 （123）（231）

Ｂ/Ａ×100

Ｃ/Ａ

計

10

25

0

0

（0.0%） （3.3%）

（0.0%） （8.3%）

224

（73.9%）

9 0 44

（83.7%） （100.0%）

（0.0%） （14.5%）

小学校 中学校 高等学校 特別支援学校

14 122 87 1
解消しているもの

解消に向けて取組中
7

（4.1%）

0

7 28

（53.8%） （70.9%）

（0.0%）

（26.9%）

（19.2%）

155

（8.7%） （4.8%）

一定の解消が図られたが、継続支援中

その他（他校への転学、退学等）

3

5

（2.9%）

（16.3%） （8.7%）
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（３） いじめの認知件数の学年別、男女別内訳

※表中の（　）内は、該当する人数/いじめの認知件数×100

（４） いじめの発見のきっかけ

※表中の（　）内は、該当する件数/いじめの認知件数×100

計

（単位：人）

小学校 中学校 高等学校 特別支援学校

計

（100.0%） （30.4%）

（88.5%） （67.4%） （69.2%） （0.0%） （69.6%）

その他（匿名による投書など）

学校の教職員等が発見
（11.5%）

内
　
訳

学級担任が発見

学級担任以外の教職員が発見
（養護教諭、スクールカウンセラー等の相談員を除く）

養護教諭が発見

スクールカウンセラー等の外部の相談員が発見

アンケート調査など学校の取組により発見

3

0

学校以外の関係機関（相談機関を含む）からの情報

学校の教職員以外からの情報により発見
72 0 211

8 53 33 0 94

1

本人からの訴え

23 116

内
　
訳

当該児童生徒（本人）の保護者からの訴え

児童生徒（本人を除く）からの情報

保護者（本人の保護者を除く）からの情報

地域の住民からの情報 0 0 0 0

2

0 19 8 0 27

14 46

5 01 7

0 10 9 0

0 0 0

26 172 104 1 303

0 0

84

19

13

0

1 0

計

６年生

0 0 1 0 1

1

24 0

（単位：件）

 　　　　　　　　        　　　　　　　　　　　　　　　　　          校種
 　区分

小学校 中学校 高等学校 特別支援学校

9 （34.6%）

4 （15.4%）

5 （19.2%）

5 （19.2%）

5 （19.2%）

0 （0.0%）

4 （15.4%）

2 （7.7%）

2 （7.7%）

0 （0.0%） 34 （19.8%） 11 （10.6%）

0 （0.0%） 16 （9.3%） 4 （3.8%）

0 （0.0%） 18 （10.5%） 7 （6.7%）

（40.4%）

（11.5%）

（28.8%）

（49.0%）

（38.5%）

計

５年生

男子

女子

計

（10.6%）

４年生

男子

女子

計

男子

女子

２年生

男子

女子

計

３年生

男子

女子

計

1

1

2 64

31

（3.8%） 33

（3.8%）

（7.7%）

12

（37.2%） 42

（18.0%） 30

（19.2%）

（11.5%） 32 （18.6%） 40

（11.5%） 42 （24.4%）

3

6

１年生

男子

女子 3

計 （23.1%）

303 （100.0%）

3 56 32 1 92

104 （100.0%）

74

1

1

0 （0.0%） 133

11

51（43.0%）

26 （100.0%） 172 （100.0%） （100.0%）

77

（43.9%）

（56.1%）

15 （57.7%） 91 （52.9%） 27 （26.0%）

（74.0%）

1 49

11

計

男子

女子

計

（100.0%） 170（42.3%）

（32.6%） （30.8%）

　　　　　　　　　　　　　         校種
 　学年

0 6 7

30 15

81 （47.1%）

0

0 13

0 0 1

―　５　―



（５） いじめられた児童・生徒の相談の状況

※回答は複数選択

※表中の（　）内は、該当する件数/いじめの認知件数×100

（６） いじめの態様

※回答は複数選択
※表中の（　）内は、該当する件数/いじめの認知件数×100

（100.0%） （73.9%）

誰にも相談していない

224

その他（地域の人など）

（単位：件）

（0.0%） （1.7%） （0.0%） （0.0%）

（単位：件）

 　　　　　　　　        　　　　　　　　　　　　　　　　　          校種
 　区分

小学校 中学校 高等学校 特別支援学校 計

130 69

（92.3%） （75.6%） （66.3%）

0

（5.8%） （7.7%）

（58.1%） （31.7%）

1

学級担任以外の教職員に相談
（養護教諭、スクールカウンセラー等の相談員を除く）

2 47 37

（7.7%） （27.3%） （35.6%）

学級担任に相談
24

1 87

（100.0%） （28.7%）

（14.4%）

0 20

（0.0%） （6.6%）

41

養護教諭に相談
2 10 8

（7.7%）

0

（0.0%） （13.5%）
スクールカウンセラー等の相談員に相談

0 26 15

（0.0%） （15.1%）

学校以外の相談機関に相談（電話相談やメール等も含む）
1 4 3

（3.8%） （2.3%） （2.9%）

0 8

（0.0%） （2.6%）

（12.5%）

1 154

（100.0%） （50.8%）

50

保護者や家族等に相談
20 100 33

（76.9%）

0

（0.0%） （16.5%）
友人に相談

6 31 13

（23.1%） （18.0%）

1 9 5

（3.8%） （5.2%） （4.8%）

0 15

（0.0%） （5.0%）

3 0

（1.0%）

0 3

計
56 360 183

（215.4%） （209.3%） （176.0%）

1 206

3 602

（300.0%） （198.7%）

　　　　　　　　   　　　　                                      　　校種
     区分

小学校 中学校 高等学校 特別支援学校 計

冷やかしやからかい、悪口や脅し文句、嫌なことを言われる
24 128 53

（92.3%） （74.4%） （51.0%） （100.0%） （68.0%）

仲間はずれ、集団による無視をされる
9 35 5 0 49

（34.6%） （20.3%）

軽くぶつかられたり、遊ぶふりをして叩かれたり、蹴られたりする
11 32 26

（42.3%） （18.6%） （25.0%）

0 69

（0.0%） （22.8%）

（4.8%） （0.0%） （16.2%）

21

（0.0%） （6.9%）
ひどくぶつかられたり、叩かれたり、蹴られたりする

3 5 13

（11.5%） （2.9%） （12.5%）

9 4

（0.0%） （5.2%） （3.8%）

0

（3.8%）

嫌なことや恥ずかしいこと、危険なことをされたり、させられたりする
2

（7.7%）

0 13

（0.0%） （4.3%）
金品をたかられる

0

パソコンや携帯電話で、誹謗中傷やいやなことをされる
1

12 6

13 19

（3.8%） （23.3%）

金品を隠されたり、盗まれたり、壊されたり、捨てられたりする
1 0 19

（7.0%） （5.8%） （0.0%） （6.3%）

（1.2%） （2.9%）

（7.6%）

40

（0.0%） （11.2%）

0 63

（200.0%） （160.5%）

その他
1 2

（18.3%）

22

（21.2%）

3

（3.8%）

0 34

計
52

（0.0%）

0

（0.0%）

276 151 1

（145.2%） （100.0%） （158.4%）

（20.8%）

6

（2.0%）

480

―　６　―



（７） いじめる児童・生徒への対応

※回答は複数選択
※表中の（　）内は、該当する件数/いじめの認知件数×100

（８） いじめる児童・生徒に対する関係機関の措置別人数

（0.0%） （4.6%）

（100.0%） （32.3%）

（0.0%） （2.3%）

0 5

（1.7%）

0

2 0 7

0

（6.6%）

（3.8%） （0.0%）

4

20

（0.0%）

16

自宅学習・自宅謹慎
－ － 14 0 14

－ － （13.5%）

（単位：人）

警察の補導（家庭裁判所送致等されず、警察限りで処理されたもの） 0

　　　　　　　　   　　　　                                      　　校種
     区分

小学校

（89.8%）

養護教諭が状況を聞く
1 6 9

特別支援学校 計

0 0 0 0

中学校 高等学校

0 0

家庭裁判所（不処分、審判不開始を含む） 0 0 0

保護観察 0

少年院 0

0 0

少年刑務所 - - 0

0 0

0 0 0 0

0 0

0 1

児童自立支援施設 0 0 0

計 0 1 0

0 0

児童相談所 0 1 0

0 1

学級担任や他の教職員が状況を聞く
25 153 93

（96.2%） （89.0%） （89.4%） （100.0%）

（5.3%）

特別支援学校 計

1 272

　　　　　　　　   　　　　                                      　　校種
     区分

小学校 中学校 高等学校

0

（7.6%）
スクールカウンセラー等の相談員が状況を聞く

1 14 8

（単位：件）

（3.8%） （3.5%） （8.7%） （0.0%）

スクールカウンセラー等の相談員がカウンセリングを行う
1 9 10

0 23

（3.8%） （8.1%） （7.7%） （0.0%）

0 20

（3.8%） （5.2%） （9.6%） （0.0%） （6.6%）

（100.0%） （77.6%）
学級担任や他の教職員が指導

23 132 79

（2.3%）
養護教諭が指導

1 2 4

1 235

（88.5%） （76.7%） （76.0%）

校長、教頭が指導
8 44 31

0 7

（3.8%） （1.2%） （3.8%） （0.0%）

1 84

（30.8%） （25.6%） （29.8%） （100.0%） （27.7%）

別室指導
（30.8%） （20.9%） （51.0%）

1 988 36 53

グループ替えや席替え、学級替え等
6 10 4

（23.1%） （5.8%） （3.8%）

1

その他

（0.0%） （0.6%）

2 3

停学
－ － 39

（7.7%） （1.7%） （1.9%）

退学・転学

懲戒処分としての退学
0

39

－ － （37.5%） （0.0%） （12.9%）

（0.0%） （11.2%）

34

（7.7%） （13.4%）
訓告

2 23 9

（60.1%）
保護者への報告

25 90 67

0

（8.7%）

182

（52.3%） （64.4%）

いじめられた児童・生徒やその保護者に対する謝罪の指導
17 62 54

0

（65.4%） （36.0%） （51.9%） （100.0%）

（96.2%） （0.0%）

1 134

（44.2%）

関係機関等
との連携

警察等の刑事司法機関等との連携
0 2

児童相談所等の福祉機関等との連携
1

0 0 2

（0.0%） （1.2%） （0.0%） （0.0%） （0.7%）

0 2

（3.8%） （0.6%） （0.0%） （0.0%） （0.7%）

01

0

（0.0%） （0.0%） （0.0%） （0.0%） （0.0%）

00

その他の専門的な関係機関との連携
0 0 2

0 0

0

病院等の医療機関等との連携

2

（0.0%） （0.0%） （1.9%） （0.0%） （0.7%）

（0.0%） （0.0%）
地域の人材や団体等との連携

0 0 0

（3.0%）
その他

0 7 2

0 0

（0.0%） （0.0%） （0.0%）

計
121 595 484

0 9

（0.0%） （4.1%） （1.9%） （0.0%）

5 1,205

（465.4%） （345.9%） （465.4%） （500.0%） （397.7%）

―　７　―



（９） いじめられた児童・生徒への対応

※回答は複数選択
※表中の（　）内は、該当する件数/いじめの認知件数×100

（10） 学校におけるいじめの問題に対する日常の取組

※回答は複数選択
※表中の（　）内は、該当する校数/校種別学校総数×100

342

11

108

0 68

（3.3%）

（21.1%）

（75.0%）

0

2

3

5 1

6 0

（21.8%） （0.0%）

（66.9%）（73.9%）

（64.2%） （68.1%）

0 17

128

7

79

（64.4%）

42

166

191

30

（10.9%） （0.0%） （13.3%）

139

計特別支援学校中学校

158

1 329

84

332

153

（42.0%）

（単位：校）

176

29

58

（66.2%）

（83.0%）

（0.0%） （29.9%）

（65.0%）

141

　　　　　　　　   　　　　                                      　　校種
     区分

職員会議等を通じて、いじめ問題について教職員間で共通
理解を図った

いじめの問題に関する校内研修を実施した

53

小学校

（100.0%）

18

838

0 1

30

0

（1.0%）（0.0%）

（0.3%）

75

1,986

424

30

16 0 47

（0.0%） （9.9%）

7

0

高等学校

（79.3%） （50.0%）

2

0

6

（12.2%） （26.0%）

21

（18.0%） （15.4%）

0

31

5

795

（84.0%）

（76.6%）

（28.2%）（31.9%）

144

（53.0%）

60

17

13

47

（92.3%）

0

（95.9%）

（11.5%） （9.9%） （12.5%）

（100.0%）

別室を提供したり、常時教職員が付くなどして心身の安全を確保
（19.2%）

養護教諭が継続的に面談しケアを行う

緊急避難としての欠席
2

96

20

165

3 17

学級担任や他の教職員が継続的に面談しケアを行う

（0.0%）
スクールカウンセラー等の相談員が継続的にカウンセリングを行う

7

（7.7%）

（26.9%）

2

0

　　　　　　　　   　　　　                                      　　校種
     区分

小学校 中学校

スクールカウンセラー等の相談員が状況を聞く

学級担任や他の教職員が状況を聞く

養護教諭が状況を聞く

（27.3%）（65.4%）

（100.0%）

26

高等学校

84

（0.0%）

7

0

（0.0%）

27 0 53

（17.5%）

（9.2%）

（単位：件）

特別支援学校 計

1 288

（15.5%）

（10.9%）

33

（95.0%）

（27.7%）

（76.9%） （100.0%） （64.7%）

80 1 196

（0.0%）

108

（12.2%）

（0.0%）

（19.2%）

（62.8%）

0

0

21

（6.7%）

8

（7.7%） （5.8%） （5.8%） （0.0%） （5.9%）

182

（3.5%）

10

他の児童生徒に対し、助力・支援を個別に依頼

当該いじめについて、教育委員会と連携して対応

（15.4%） （18.0%）

学級担任や他の教職員等が家庭訪問を実施

グループ替えや席替え、学級替え等
5

（19.2%） （9.3%）

0

計

その他

（0.0%） （1.7%）

（280.8%） （277.3%）

児童相談所等の関係機関と連携した対応（サポートチームなども含む）

477

（0.0%） （0.6%）

0

0

0

（0.0%）

（0.0%） （0.0%）

0

3

26

73

（275.0%） （276.6%）

0

286

0 1

0

（200.0%）

いじめの問題に対し、地域の関係機関と連携協力した対応を
図った

0

（31.6%） （50.0%）

（62.4%） （25.0%）

0

0 5

スクールカウンセラー、相談員、養護教諭を積極的に活用し
て相談にあたった

8

道徳や学級活動の時間にいじめにかかわる問題を取り上げ、
指導を行った

児童・生徒会活動等を通じて、いじめの問題を考えさせたり、
生徒同士の人間関係や仲間作りを促進した

（34.0%）

44

（50.9%）

（83.0%）

27

（49.1%）

いじめ問題に対応するため、校内組織の整備など教育相談
体制の充実を図った

教育相談の実施について，必要に応じて教育センターなどの
専門機関と連携を図るとともに、学校以外の相談窓口の周知
や広報の徹底を図った

学校におけるいじめへの対応方針や指導計画等を公表し、
保護者や地域住民の理解を得るよう努めた

ＰＴＡや地域の関係団体等とともに、いじめの問題について協
議する機会を設けた

34

4

9

（7.5%）

計

その他
2 3

（0.0%）

（2.2%）

（0.0%） （2.7%） （2.3%） （0.0%）

（3.7%） （2.3%） （0.0%）

（424.5%） （422.9%） （359.8%）

225 957 9

（388.6%）（225.0%）

（2.2%）

（3.8%） （1.6%） （1.9%） （25.0%）

11

（2.6%）

4 31 14 0

（6.7%） （0.0%）

28

（7.7%）

（0.0%） （16.2%）

（0.0%）

6

（37.4%）

（17.0%） （16.0%）

（15.1%） （22.3%）

211 2

（0.0%）

16

（0.0%） （0.0%） （0.0%） （0.0%）

49

（0.0%）

6

（13.5%）

―　８　―



（11） いじめの日常的な実態把握のために、学校が直接児童・生徒に対し行った具体的な方法について

※回答は複数選択
※表中の（　）内は、該当する校数/校種別学校総数×100

（１２）いじめ防止対策推進法第２８条第１項に規定する「重大事態」の発生件数

※表中の（　）内は前年度数値（いじめ防止対策推進法が施行された平成25年9月28日以後の状況）

３　私立小学校及び中学校における不登校の状況

（１） 不登校の発生状況

※表中の（　）内は前年度数値

70.5% （71.4%）

児童・生徒発生率（％） Ｄ/Ｃ×100 0.2% （0.1%） 1.3% （1.3%） 1.0% （1.0%）

学校発生率（％） Ｂ/Ａ×100 39.6% （39.6%） 79.3% （80.3%）

100,816 （102,612 ）

不登校児童・生徒数（人） Ｄ 51 （39 ） 960 （984 ） 1,011 （1,023 ）

在籍児童・生徒総数（人） Ｃ 25,682 （26,015 ） 75,134 （76,597 ）

241 （241 ）

在籍学校数（校） Ｂ 21 （21 ） 149 （151 ） 170 （172 ）

学校総数（校） Ａ 53 （53 ） 188 （188 ）

 　　　　　　　　                   校種
 項目

小学校 中学校 計

　　　　　　　　   　　　　                                      　　校種
     区分

小学校 中学校

( 0 )

11 ( 11 )

( 1 )

いじめ防止対策推進法第２８条第１項に規定する
「重大事態」の発生件数（件）

いじめ防止対策推進法第２８条第１項に規定する
「重大事態」が発生した学校数（校）

( 0 )

2

（単位：校）

（44.2%）

0 101

（0.0%） （19.8%）

（22.3%）

121

（23.7%）

　　　　　　　　　　　　　　  　　校種
　区分

小学校 中学校 高等学校 特別支援学校 計

アンケート調査の実施
20 91 115 0 226

（37.7%） （48.4%） （43.2%） （0.0%）

実施
頻度

年１回
6 34 61

（11.3%） （18.1%） （22.9%）

（1.5%）

年２～３回
12 52 50 0 114

（22.6%） （27.7%） （18.8%） （0.0%）

年４回以上
2 5 4 0 11

（3.8%） （2.7%） （0.0%） （2.2%）

調査
方法

記名式
11 52 58 0

（20.8%） （27.7%） （21.8%） （0.0%）

無記名式
10 37 60 0 107

（18.9%） （19.7%） （22.6%） （0.0%） （20.9%）

選択式
1 13 11 0 25

（1.9%） （6.9%） （4.1%） （0.0%） （4.9%）

個別面談の実施
38 170 209 4 421

（71.7%） （90.4%） （78.6%） （100.0%） （82.4%）

「個人ノート」や「生活ノート」といったよ
うな教職員と児童生徒との間で日常的
に行われている日記等

39 74 59 0 172

（73.6%） （39.4%） （22.2%） （0.0%） （33.7%）

家庭訪問
3 14 15 0 32

（5.7%） （7.4%） （5.6%） （0.0%） （6.3%）

その他
4 10 18 0 32

（7.5%） （5.3%） （6.8%） （0.0%） （6.3%）

計
104 359 416 4 883

（196.2%） （191.0%） （156.4%） （100.0%） （172.8%）

4 ( 5 ) 4 ( 3 ) 10

高等学校 特別支援学校 計

0 ( 9 )

2 ( 2 ) 5 ( 6 ) 4 ( 3 ) 0

―　９　―



（２） 不登校児童・生徒数及び学年別内訳

（３） 不登校になったきっかけと考えられる状況

※回答は複数選択
※表中の（　）内は、該当する児童・生徒数/不登校児童・生徒数×100

計
57 1,113

（111.8%） （115.9%）

その他
0 9

（0.0%） （0.9%）

不明
0 21

（0.0%） （2.2%）

意図的な拒否
0 26

（0.0%） （2.7%）

上記「病気による欠席」から「意図的な拒否」までの
いずれにも該当しない、本人に関わる問題

5 30

（9.8%） （3.1%）

無気力
3 105

（5.9%） （10.9%）

不安など情緒的混乱
16 317

（31.4%） （33.0%）

（15.7%）

あそび・非行
0 10

（0.0%） （1.0%）

家庭内の不和
1 23

（2.0%） （2.4%）

本人に
係る
状況

病気による欠席
4 151

（7.8%）

（2.6%）

親子関係をめぐる問題
3 79

（5.9%） （8.2%）

入学、転編入学、進級時の不適応
2 40

（3.9%） （4.2%）

家庭に
係る
状況

家庭の生活環境の急激な変化
3 25

（5.9%）

クラブ活動、部活動等への不適応
0 11

（0.0%） （1.1%）

学校のきまり等をめぐる問題
0 6

（0.0%） （0.6%）

学業の不振
2 100

（3.9%） （10.4%）

24

（3.9%） （2.5%）

いじめを除く友人関係をめぐる問題
10 116

（19.6%） （12.1%）

13

（9.8%） （1.4%）

（単位：人）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　校種
  区分

小学校 中学校

学校に
係る
状況 進路にかかる不安

2

7

（2.0%）

2

199

157

教職員との関係をめぐる問題
5

8

いじめ
1

（0.7%）

1

511

0 3

26 449

３年

計 25

          校種
 項目

11

男

197

４年

179

中学校

95

2

女

133

女

2

3

（単位：人）

５年

６年 11

4

男

小学校

１年

２年

4

―　10　―



（４） 不登校児童・生徒への指導結果状況

※表中の右欄（（　）内）は前年度数値

※表中で％を付した（　）内は、該当する児童・生徒数/不登校児童・生徒数×100

※回答は複数選択
※表中の（　）内は、該当する児童・生徒数/不登校児童・生徒在籍学校数×100

その他
0 3

（0.0%） （2.0%）

計
47 434

（223.8%） （291.3%）

（4.8%） （6.0%）

病院等の医療機関と連携して指導にあたった
3 18

（14.3%） （12.1%）

教育相談センター等の相談機関と連携して指導にあたった
1 9

家庭訪問を行い、学業や生活面での相談にのるなど様々な指導・援助を行った
2 24

（9.5%） （16.1%）

保護者の協力を求めて、家族関係や家庭生活の改善を図った
5 51

（23.8%） （34.2%）

保健室等特別の場所に登校させて指導にあたった
3 38

（14.3%） （25.5%）

登校を促すため、電話をかけたり迎えに行くなどした
4 43

（19.0%） （28.9%）

授業方法の改善、個別の指導など授業がわかるようにする工夫を行った
1 21

（4.8%） （14.1%）

様々な活動の場面において本人が意欲をもって活動できる場を用意した
4 23

（19.0%） （15.4%）

（23.8%） （23.5%）

教師との触れ合いを多くするなど、教師との関係を改善した
2 32

（9.5%） （21.5%）

4 24

（19.0%） （16.1%）

スクールカウンセラー、相談員等が専門的に相談にあたった
6 64

（28.6%） （43.0%）

1 23

（4.8%） （15.4%）

教育相談担当の教師が専門的に指導にあたった
2 13

（9.5%） （8.7%）

小学校 中学校

不登校の問題について、研修会や事例研究会を通じて全教師の共通理解を
図った

4 13

（19.0%） （8.7%）

（単位：人）

12

（100.0%） （100.0%） （100.0%） （100.0%）

（39 ） 960 （984 ）

（691 ）

 　　　　　　　　                   校種
 項目

指導の結果登校する又はできる
ようになった児童・生徒

263 （293 ）

（23 ） 697

小学校 中学校

（27.4%） （29.8%）

（16 ）

51

指導中の児童・生徒
39

計

（23.5%） （41.0%）

（76.5%） （59.0%） （72.6%）

（５） 「指導の結果登校する又はできるようになった児童・生徒」
　　　に特に効果のあった学校の措置

　　　　　　　　   　　　　                                   　　　　　　　　　　　　   　　校種
    区分

養護教諭が専門的に指導にあたった

（単位：校）

5 35

全ての教師が当該児童・生徒に触れ合いを多くするなどして学校全体で指導に
あたった

友人関係を改善するための指導を行った

（70.2%）

―　11　―



（６） 相談・指導等を受けた学校内外の機関等

※回答は複数選択
※表中の（　）内は、該当する児童・生徒数/不登校児童・生徒数×100

４　私立高等学校における長期欠席の状況

（１） 長期欠席者の状況

※表中の右欄（（　）内）は前年度数値

※表中で％を付した（　）内は、該当する生徒数/長期欠席者数×100

（２） 学年別長期欠席理由

0 33

合計 519 8 752 203 43 85 1,364

計 0 0 33 2 0

0 0

単位制 0 0 32 2 0 0 32

３年 0 0 0 0 0

1

２年 0 0 0 0 0 0 0

85 1,331

定
時
制

１年 0 0 1 0 0 0

計 519 8 719 201 43

0 161 28 1 31 334

26 515

２年 211 5 238 76 10 28 482

原級留置

全
日
制

１年 166 3 320 97 32

３年 142

（単位：人）

校種
　　 理由
学年

病気 経済的理由
不登校

その他 合計
中退

（1,504 ）

（100.0%） （100.0%） （100.0%） （100.0%） （100.0%） （100.0%）
計

1,331 （1,461 ） 33 （43 ） 1,364

（160 ）

（6.4%） （11.0%） （0.0%） （0.0%） （6.2%） （10.6%）
その他

85 （160 ） 0 （0 ） 85

（783 ）

（54.0%） （50.9%） （100.0%） （93.0%） （55.1%） （52.1%）
不登校

719 （743 ） 33 （40 ） 752

（22 ）

（0.6%） （1.4%） （0.0%） （2.3%） （0.6%） （1.5%）
経済的理由

8 （21 ） 0 （1 ） 8

病気
519 （537 ） 0 （539 ）

（39.0%） （36.8%） （0.0%） （35.8%）

（2 ）

（単位：人）

 　　　　　　　　                   校種
 項目

全日制 定時制 計

学校内

上記①～⑦、⑧、⑨による相談・指導等を受けていない人数

（21.6%）
上記⑧、⑨による相談・指導等を受けていない人数

⑧

19

（0.0%） （2.0%）

16

（34.5%）

（72.5%）

19

608

（31.4%）

小学校 中学校

5 21

（9.8%）

（5.9%） （2.1%）

（2.2%）
① 教育支援センター（適応指導教室）

③

病院、診療所

2

上記①～⑦の機関等での相談・指導等を受けていない人数

②
教育委員会及び教育センター等教育委員会所管の機関
（①を除く）

17

保健所、精神保健福祉センター

（2.5%）

0

247

（0.4%）

（33.3%） （25.7%）

⑨

⑥

　　　　　　　　   　　　　                                   　　　　　　　　　　　　   　　校種
    区分

学校外

24

201

⑦

④

⑤

（0.0%）

（4.7%） （38.0%）

331

10

169

スクールカウンセラー、相談員等による専門的な相談を受けた人数

0

36

（19.6%） （3.8%）

（37.3%） （20.9%）

55937

519

児童相談所、福祉事務所

民間団体、民間施設

上記以外の機関等

養護教諭による専門的な指導を受けた人数

（3.9%）

（17.6%）

（58.2%）

4

（63.3%）

（単位：人）

3 20

（2.0%）

1

11
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（３） 不登校になったきっかけと考えられる状況

※回答は複数選択

※表中の（　）内は、該当する生徒数/不登校生徒数×100

計
868 35

（120.7%） （106.1%）

その他
2 0

（0.3%） （0.0%）

不明
5 0

（0.7%） （0.0%）

意図的な拒否
28 0

（3.9%） （0.0%）

上記「病気による欠席」から「意図的な拒否」までのいず
れにも該当しない、本人に関わる問題

19 0

（2.6%） （0.0%）

無気力
113 6

（15.7%） （18.2%）

不安など情緒的混乱
199 23

（27.7%） （69.7%）

（0.0%）

あそび・非行
11 0

（1.5%）

（10.6%）

（0.0%）

家庭内の不和
8 0

（1.1%） （0.0%）

（3.0%）

本人に係る
状況

病気による欠席
119 0

（16.6%）

（6.1%）

親子関係をめぐる問題
76 2

クラブ活動，部活動等への不適応
15 0

（2.1%） （0.0%）

（6.1%）

入学、転編入学、進級時の不適応
44 1

（6.1%）

学業の不振
73 0

（10.2%） （0.0%）

家庭に係る
状況

家庭の生活環境の急激な変化
20 2

（2.8%）

いじめを除く友人関係をめぐる問題
58 1

（8.1%） （3.0%）

学校のきまり等をめぐる問題
17 0

（2.4%） （0.0%）

（単位：人）

 　　　　　　　　      　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　             校種
 　項目

全日制 定時制

学校に係る
状況

進路にかかる不安
58 0

（8.1%） （0.0%）

いじめ
2 0

（0.3%） （0.0%）

教職員との関係をめぐる問題
1 0

（0.1%） （0.0%）

―　13　―



５　私立高等学校における中途退学者数等の状況

(１） 退学者数

※生徒数は平成26年４月１日現在

※表中の（　）内は前年度数値

（２） 退学者の理由別・学年別内訳

【全日制】

※表中の（　）内は、該当する生徒数/退学者数×100

0.5% 1.1% 1.2% 1.0% 0.2% 0.8%退学率 1.2% 1.0% 0.2% 0.8% 1.7%

3,256 9,878 59,901 57,478 57,025 174,404

（単位:人）

普通科 専門学科 計

計

生徒数 56,770 53,987 53,769 164,526

11,530

603

5.2%

186,468

2,030

1.1%

5.5%

10,716 (11,972)

588 (665)

5.5% （5.6%）

10,716

588

通信制

1,348 (1,388)

18 (36)

1.3% （2.6%）

178

0

0.0%

814

15

1.8%

177

3

1.7%

179

0

0.0%

単位制

 生徒数

 退学者数

 退学率

　　     学科等
　理由

学業不振

学校生活・
学業不適応

進路変更

病気・けが・死亡

家庭の事情

問題行動等

その他

経済的理由

１年

（9.3%）

263

（38.0%）

（9.3%） （2.4%）

3,131 3,491

1.0%

（7.3%） （9.6%）

53

（2.4%）

103

（8.8%）

（14.7%）

114 0

３年

（0.0%）

２年 ３年 １年 ２年

（3.7%）

定時制

（1.9%）

（5.6%）

計

（1.9%）

（44.4%） （29.4%） （35.3%） （38.1%）

2

（6.9%） （12.8%）

（2.9%） （0.8%）

36

15 1

16

（47.1%）

１年 ３年

（27.4%）

（25.9%） （35.3%） （47.1%） （32.4%） （37.1%）（41.6%）

（23.9%） （25.4%）

128

（8.9%） （8.7%） （2.1%）

362

（23.2%）

（7.9%）

105 9

（8.0%） （9.3%） （8.8%） （5.9%）

1 58

（7.1%） （12.0%） （8.0%）

11417

（46.4%） （42.3%）

39

（5.7%） （7.4%） （7.4%）

（3.3%）

248

（0.7%）（0.0%） （1.9%）

（0.0%） （7.6%）

0

（1.6%） （2.9%）

（9.9%）（11.8%）

（4.7%）

1,424142

67

（2.7%） （0.7%）

（1.6%） （8.5%）

計

（8.1%）

109

（2.8%）

40

（2.0%）

（7.7%）

（41.2%）

29

（100.0%）

1

14

1

12

41

15

（100.0%）

9

16

（100.0%）

65

200

3

34

552

587

（100.0%）

116

60

（単位:人）

1.0%

57,203

合計

60,078

733

1.2%

57,657

552

3,131

専門学科

54

1.7%

9,878 (10,279)

3,491

34

1.0%

3,25653,769

164,526

1,319

0.8%

(162,347)

(1,315)

（0.8%）

0.2%

125 退学者数

 生徒数

 退学者数

普通科

56,770

676

1.2%

53,987

518

1.0%

２年

３年

 退学率

 生徒数

 退学者数

 退学率

 生徒数

 退学者数

 生徒数

 退学率

257

42

（6.2%）

（3.1%）

（26.0%）

53

（7.8%）

（1.6%）

（7.8%）

11

計

 退学率

　　　　　　  　学科
  学年

48

40176 118 28 24

１年

244 52 14

10

12

（24.4%）（22.8%） （22.4%）

553

0.2%

322

105 (190)

34

6

1.1% （1.8%）

2718

2

3

17

0.5%

（2.0%） （1.9%）

1 1

0

（41.9%）

142

6

27 0

2

3

（8.6%）

計

（8.6%） （0.0%）

21 10 1 3 5

（7.8%）

32

63

38 12 1

（1.9%） （0.8%）

（100.0%） （100.0%） （100.0%） （100.0%） （100.0%）

676 518 54 34125

（100.0%） （100.0%）（100.0%）

（3.8%）

10517

（0.0%）

1,319

（0.0%）（4.8%）（1.7%） （9.6%）

46

730

009 12 4

（6.3%）（7.4%）

12

54

256

２年

48

（2.9%）

3

5

4
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（２） 退学者の理由別・学年別内訳　（続き）

【定時制/通信制】

※表中の（　）内は、該当する生徒数/退学者数×100

（３） 原級留置者の状況

※生徒数は平成26年４月１日現在

※表中の（　）内は前年度数値

 原級留置率 0.0% 6.9%

10,716

 原級留置者数 0 740 740

0.0%

6.9% （6.9%）

11,530

6.4%

(1,388)

計

 生徒数

0.5%

964

186,468

0.0%

214 (234) (3)

57,203

25

(82)

単位制

 生徒数 814

129

0.2%

57,657

70

0.1%

5

（0.9%）

588

（100.0%） （100.0%） （100.0%）

2 603

通信制

通信制

計

計

1.7% 0.6%

（23.6%）

609

（100.0%）

12,064

5.0%

86

（14.6%）

59

（10.0%）

（8.7%）

60

（9.9%）

19

（3.1%）

179

5

（5.6%）

93

（15.3%）

201

（33.0%）

53

（0.0%）

（100.0%）

5.2%

（100.0%） （100.0%）

1.7% 0.0% 0.0% 1.8% 1.3%

1,348177

合計

60,078

3 0 0 15 18

（100.0%）

1.1%

1 0 0

（5.6%）

0 0

（33.3%） （0.0%） （0.0%） （0.0%）

（0.0%） （0.0%） （100.0%）

（0.0%） （0.0%） （6.7%）

0 0 0

（5.6%）

0 1

（0.0%） （0.0%） （0.0%） （6.7%） （5.6%）

0 0 0 1 1

（0.0%） （0.0%） （13.3%） （11.1%）

0 0 0 1 1

（0.0%）

（0.0%） （26.7%） （22.2%）

0 0 0 2 2

（0.0%） （0.0%）

0 0 0 4 4

（66.7%） （0.0%） （0.0%）

2 0 0 7 9

（46.7%） （50.0%）

0 0 0 0 0

（0.0%） （0.0%） （0.0%） （0.0%） （0.0%）

定時制

１年 ２年 ３年 単位制 計

退学率 5.5%

11,530177 179 178生徒数 10,716178 814

3 1

1440 0 0 144
その他

144

（0.0%） （0.0%） （23.9%）（0.0%） （0.0%） （0.0%） （0.0%）

（0.0%） （0.8%）（0.0%） （0.0%） （0.8%）

0 50 0
問題行動等

（33.3%）

740 (829)

（2.9%）

10,716 (11,972)

計

（0.0%）（24.5%）

181 0 0
家庭の事情

17

（0.0%） （0.0%） （3.0%）（0.0%）

（0.0%） （0.0%）

0 600 0

病気・けが・死亡
51

（0.0%） （0.0%） （8.8%）

経済的理由

（0.0%）（8.7%）

（0.0%） （10.0%）

（32.7%）

2 1 2 196

530 0 0

進路変更
192

（15.4%）（0.0%） （0.0%） （0.0%）

（100.0%） （32.5%）（66.7%） （100.0%）

930 00学校生活・
学業不適応

（0.0%） （0.0%） （0.0%） （5.6%）（5.8%）

0 340 0 34

２年 ３年 単位制

学業不振
34

１年

（5.9%）

（単位:人）

　　     学科等
　理由 単位制

 原級留置率 0.1% （0.1%）

0

164,526 (162,347) 9,878 (10,279) 1,348

 原級留置者数

0.1% （0.0%）

3 0

 原級留置率 0.0% 0.1% 0.0%

10

0.1% 0.0% 0.0%

３年

 生徒数 53,769 3,256 178

 原級留置者数 22

２年

 生徒数 53,987 3,491 179

 原級留置者数 69 1 0

 原級留置率

 原級留置者数 123 6 0

 原級留置率 0.2% 0.2% 0.0%

（単位:人）

　　　　　　　　学科
  学年

普通科 専門学科 定時制

１年

 生徒数 56,770 3,131 177
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